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は じめに
琉球列島を私が訪れ始めたのは, l962 年の夏, 大学3 年の折に有田 豊氏 (現名城大学農学部教授) と共に
沖縄本島, 石垣島, 西表島, 与那国島へ行った時であった. 「亜熱帯ではしばしば信じられないことが起こる」
とうわ言のように話し合いながら, 夜行列車を乗り継いで鹿児島から沖縄行きに乗船した. ちなみに, この年
は5 月から6 月にかけて奄美大島とトカラ諸島へも採集に行っていた. この時代, 船に冷房もあるはずがなく
夜ともなれば暑さを避けて涼しい甲板で夜風に吹かれながら星を仰ぎ, 光に飛んでくるトビウオに見とれる優
雅な旅であった.  しかも船に乗ることは, 私にとって幸いなことの一つで, それは別料金を払わなくとも必ず
食事が出るシステムとなっており,  しかも有田氏は乗船したとたん食事が喉を通らないことから, 二人分の食
にありつけるといった次第でそれだけ飢えた時代でもあった. また, 釣り糸を流しながらの航行であり, 大き
な魚がかかると船を止め引き上げ, 甲板で刺身が振舞われるといった楽しみも度々 であった.
さて, パスポートと米ドルを持って, 石垣島では米軍払い下げの上陸用舟艇で, 西表島では小さな解舟で上
陸し, 約 l ヶ月間の車もなく歩く事だけが手段で大変な苦労の中ではあったが, 若さと情熱だけで亜熱帯での
昆虫採集に集中した. 採るもののほとんどが図鑑でしか眼にしたことのない美しい虫たちで, 夢中になったこ
とは言うまでもない.  それが病みつきとなり,  以後今日まで足繁く 40年も通うことになるとは思っても見な
かった. その最初の琉球行から帰って, 「琉球列島産甲虫類覚え書」でいろいろと甲虫に関する記録を書くぞと
意気込んで筆を執ったのであるが, 筆不精から穴埋め的な短報を少々 書いてそのままにしておいた. 最近にな
り, 年と共に書きとめておきたいこともかなりの量になってきたので, 再び何等かの形で記録を書きっずけて
みたいと思う. また,  これまでに報告したもので, 配布範囲が狭く限られた人だけしか見られないようなもの
があるので, それらの再録もしたい.
そこで先ず始めに,  l989- l991 年に環境庁自然保護局が行った「南西諸島における野生生物の種の保存に不
可欠な諸条件に関する研究」 (昆虫類代表朝比奈正二郎博士) に参加することができ毎年島ごとの報告はしたも
のの, 最終報告として全体の甲虫相を概観し保全に対する意見を書いたことがあるので, それに多少手を加え
再録してみる. その公表はく南西諸島の甲虫相とその保全> とした表題で「平成2 年度南西諸島における野生生
物の種の保存に不可欠な諸条件に関する研究報告書」のなかで要約してまとめたものである. 島l興名もそれに
従って南西諸島としてあるが,  この島l興の表現には地理的な多くの問題をも含んでいる. そこで, 今後共に昆
虫相の上から種子島, 屋久島は九州の延長と考え, それより南の島l興を総称して琉球列島と表現することにし
たい. なお, 下記の内容については, その後かなりの新しい事実が報告されているが, 執筆した1993 年当時の
知見のままに気付いたことを多少付記訂正した程度であることを最初にお断りしておくと共に, 島l興に関する
前提条件的な事項を今回簡単に付け加えた.

琉球列島を形成している購条件
地理
九州本土の南に位置する種子島・ 屋久島のさらに南, 約70 kmのトカラ諸島から始まる琉球列島は弓状に
並ぶ180余の島l興によって形成されており, 台湾の東に位置する与那国島・ 波照間島などの約1,000 kmの間

l' 琉球列島産甲虫類覚え書, v. I, あげは, (19):1-2 (l962); II, 昆虫学評論,  l6:24 (l964); m, Buff. Jpn ent. Acad.,5:30
(1970); IV, Trans. Shi koku ent. Soc., l l: 36 (1971).

2) SAT0, Masataka: The Coleopteran Fauna of the Ryukyu Archipelago and its Conservation, 1.
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に点在している. 行政区画的には,  トカラから与論島までは鹿児島県であり, 沖縄本島以南が沖縄県に所属し
ている.
気候
温暖な海洋性の亜熱帯気候で, 北と南では相連もあるが代表としての沖縄本島では, 年平均気温22.1℃, 月
平均最低気温 l6℃ ( l 月), 最高 28°C (7 月) であるが, 湿度は高く年平均RH80% にもなる. 降雨量は年平
均2,203 mmと多いことから, 植物の生育が良い背景となって昆虫類の住処を提供することになる. 台風の通
過する数の多い地域であり被害も有るが, 水資源確保の面からは重要な要素と言える. その台風であるがかっ
てはフィリッピン海域で発生し北上したが, 最近は沖縄近海で発生することも多くなった傾向がある. 南から
北への台風を含めた風の動きは, 小さな昆虫類の分布拡大に果たす役割が大きい.
海流
琉球列島を洗う黒潮は, 東から西へ流れる北赤道海流がルソン島から台湾に沿って北上し, 琉球列島の西側,
大陸棚の斜面に沿って流れトカラ諸島と種子島・ 屋久島の間から東へ出て日本列島に沿つて北上するが一部は
分枝して日本海へ流れる. その流れは幅100 kmにも達し, 時速4-5 kmと言われている.  この海流の動きは
昆虫類, 特に木材穿孔性種の分布拡大に大きな役割を果たしている背景となっている.
地質
この列島を形成している地質の主要な要素に琉球石灰岩があり, またその上に生成された赤土粘土と国頭礫
岩から供給された赤褐色粘土があって, 赤土堆積物となっている.  これらは細粒の粘土質で酸化され土壤と
なったもので, 鉄、 アルミニュムなど重金属物質を多く含んでいる. 赤土がサンゴ礁に堆積して, サンゴの生
育に大きな被害をもたらしている事はよく知られている.  しかし, 開発などによって表層土を剥ぎ取られた後
に露出した赤土は, 植物の生育に大きな影響を与え, 流域河川に堆積して, 昆虫類の生息に影響する事実が多
く観察されるようになった昨今となってきた事実認識も必要である.
地史
琉球列島は第三紀前半までは大陸東の緑辺に存在し, 始新世 (約5000万年前) に東シナ海が形成され始め
るに従いそれらしい姿を現してきたようである. 中新世前期 (約 2000万年前) に台湾, 八重山諸島, 沖縄諸島
以北の陸塊となるが, 中・後期 (約1500-1000万年前) に至り大陸や九州とつながった東シナ海を大きな入り
江または湖にした形の広い陸地になったようである.  この時代に遺存種といわれる古い第三紀型の動物が大陸
から渡来したものと推定されている. 鮮新世 (約800-200万年前) には八重山諸島, 宮古諸島を含めた南琉球,
沖縄諸島, 奄美諸島を含んだ中琉球,  トカラ諸島以北が九州に接続した北琉球とブロック化したようである.
第四紀更新世前期 (約150万年前) に大陸から台湾を経て琉球全体が半島のような形状になり, 現在の東シ
ナ海が古琉球湖を形成することとなる. その水の流出口としてトカラ海峡が存在することで九州とは切れてい
た様である.  この半島状の陸橋によって大陸から多くの動物が再び渡来して, 今日の特徴ある甲虫類を含めた
動物相が形成されたものと考えられている.  またこの時代には, 慶良間諸島を中央部として沖縄本島が太平洋
岸となる 2000 mに達する高山が存在していたと推定されている. 更新世中期 (約100万年前) 以降, 断層連
動が活発となり沈降, 隆起する地域差から現在の形態となる島 が形成されてきたと考えられている. さらに
それらの島を取り巻いてサンゴ礁が発達し, それにより琉球石灰岩が形成されることになる. 更新世末期ウル
ム氷期 ( 約2 万年前 ) には140 mという大きな規模の海退があったとされているが, 琉球では主要島に付近の
離島がつながっただけで古地理に大きな影響はなかったとされている. さらにその後の温暖化によって現在の
琉球列島が出来あがった.

島l典昆虫相の特性
島l興の昆虫相を考えるとき, やはり島とは何であるかといった事から多少の解説をしておいたほうがとも思
い, 一般論を紹介しておこう. 島には海洋島と大陸島があり, 海洋島はその島が成立して以来一度も大陸とつ
ながった事のない歴史を有しているが, 大陸島は地殻の変動や氷期の海面低下などによる陸橋で大陸とつな
がった歴史のある島を言う.  これから判るように琉球列島は大陸島ということができるといった理解から昆虫
相を考えなくてはならない.  しかし, 海洋島に匹敵するほどの固有種が多い事実は, 隔離された歴史時間の古
いことの反映と考えられる.
島に生息する甲虫類がどんな手段でそこに生息するようになったかは興味ある問題である. それぞれが幾多
の歴史を担っているが,  ここでは主な条件だけを箇条書きとし, 詳細についてはまたの機会に解説したい.  し
かしこのことは, 多くの解説書にもあるので, それによる理解を深められんことを願う.

1.  地質時代における大陸との接続や氷河期の陸橋の影響による遺存種の存在
2.  風, 台風などの動きによる空中輸送
3.  海流の流れによる甲虫類自体の輸送
4.  流木の中に潜んだりすることによっての連搬
5.  鳥に付着してなどによる連搬
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6.  人為的な影響による移動
以上のような条件に加えて, 各島による生息環境条件と適応能力の相違によって不調和となっていることが
多い. それは, 定着を可能にする条件としての定着能力であり, 偶然の機会が高いといった条件によっても左
右されるからである.

島IRにおける種の在りかたの間題
「島は進化の実験室」であるとよく言われているように, 一般的に島l興では種分化が起こり易いと考えられて
いる. このことは隔離された特異な環境下での諸条件の重なりが多いといった要因であると考えられ, 多くの
重要な問題を含んでいる.  しかし, このことについてもここでは種の在りかたに規制を与えている琉球列島に
おける要因に関する箇条書きに留め置くだけにする.

1.  狭小な地域面積
2.  局地的な環境条件: 多様な生態条件, 隔離障壁など
3.  現在の生態的環境
4.  種としての多様性が高い傾向
5.  島ごとの亜種分化: 隔離時間
6.  種構成における遺伝子的要素の僑小化
7.  強い競争者が欠けている: 時に捕食者の欠如
8. 島による受容性の相違
9.  種による定着能力

10.  大陸の影響や島の形成過程に見られる古地理的環境の基盤
l t.  海峡成立や陸橋などの地質時代的背最

琉球列島の甲虫相とその保全
琉球列島の甲虫類は, 1000におよぶ種が知られているように, その包括する内容は非常に多様である. それ
ゆえ, 一様には理解できない側面をも含んでいるといえよう. そのことは,  これまでの多くの報告からも琉球
列島における甲虫相の複雑さがよく示されている. 本来ならば甲虫類全体としてまとめ, 生物地理学的な解析
を加えたいのであるが, まだ資料の整理が追いっかない状況にある. そこで取りあえず琉球列島における甲虫
分布の概念だけでも示せればと思い, 最初にこれまでの分布系統解析に関する報文をまず要約して紹介する.

1.  琉球列島における甲虫類の分布系統に関する報告の要約
小島ほか( l965) は, カミキリムシ類についてHAYAsHI( l960) の分布帯論から, 主として第3,4 分布帯の要
素で構成され, かなりの熱帯要素が入り込んでいることを述べた.
野村( l966) は, コガネムシ主科の分布の観点から亜種共通率を求め, 薩南諸島は九州とほとんど同じ,  トカ
ラ一沖縄諸島の種は東亜に広く分布する種と南方系の著しく特化した種からなり, 先島諸島の種は束亜に広く
分布する種とより南方系の種または亜種からなるが著しく特化していないとしている. そのうえで, 奄美・ 沖
縄諸島は2 回島 化し, 最初に島 となっていた期間は後に島l興となってからの期間より長く , 再度の大陸接
続の後, 中央部から島 化したことを推定した.
佐藤(1966) は,  ドロムシ主科の分布からダェンマルトゲムシ, ヒラタドロムシ, ヒメドロムシ科の種は分布
圏が狭く, 島 または島l興群ごとに種分化し,  ヒケナガハナノミ,  ドロムシ科の種は多くが日本本土と共通で
分布圈が広く島l興 ごとに亜極分化しているといった特徴があることを述べた.
木元(1968-1986) は, 類似度の相対頻度を計算し, ハムシ相はノミハムシ類が海を越えて移住・ 定着能力に
優れており, その構成比率が高いといったことやそのほか生活様式の多様性による移住・ 定着過程の相連に
よって, 台湾と日本本土とも異なる不調和な構成となったとした. 諸島内では, 薩南諸島,  トカラ一沖縄諸島,
宮古一八重山諸島の3 つのグループに分けられることを述べている. さらに, アカガネサルハムシ, フタイロウ
リハムシ, キポシツッハムシなどが不速続な地理的変異を示すことを述べ, それらは大きな島に比べ小さな島
での個体群再形成過程において定着密度が低く , 遭伝子浮動の影響であるとしている.
中條 (1973) は,  コメッキムシ科の種について共通種率を算出し, 諸島内で薩南諸島,  トカラ一沖縄諸島, 宮
古一八重山諸島の3 群に分けられるとしたが, 与那国島は台湾により近い関連があるとしている.

UfNo( l974) は, チビゴミムシ類について偶然の機会に風や海流の影響によっての渡来を推定し,  トカラチ
ビゴミムシとリュウキュウホソチビゴミムシの分化から中央島 が早い時期に隔離されたとしている.
槙原( l980,1988) は, カミキリムシ相が中国大陸との関連が深く , 諸島内で沖縄島以北と八重山群島の間で
共通種率に大きな差があることを述べ, 黒潮の影響によって流木などによる小笠原諸島への供給源であったこ
とを推定している.  さらに, 諸島内で特殊な地理的変異を示す種として, イシガキゴマフカミキリ, ハネナシ
サビカミキリ, キボシカミキリなどの例や単為生殖をするフタホシサビカ ミキリの存在を挙げている.
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なお, 昆虫類全体としては東 (l980) と金城( l986) が, 主に東洋区系の種からなり, 固有亜種・ 固有種の割
合が多く, さらに渡りをする種の多いことを述べている.

2.  琉球列島における甲虫類の分布系統
東(1984) によれば琉球列島における甲虫類は875 種が知られ, その内298 種(34. l %) が特産固有種である
としている.  このように固有種が多いのは, 島l興 としての隔離とその歴史時間の長い事の結果であるが, 島
形成そのものが一様でなく, かなり複雑な要素から成り立っていると考えられる事実を含んでいる. その固有
とは言うものの,  日本本土や台湾に同一種が分布し琉球列島で亜種を異にするもの, 近縁ではあるが同属の別
種となるもの,  さらには近縁の種や属が近隣にみられない独特な種を含んだ属などと多様である.
そこで, 生物地理学のひとつの手法として, それら固有極あるいは分布などの特徴種を類型化して分布系統
をまとめ, 甲虫相の歴史性を引き出す試みをしてみたいと考えているが, それを示す資料がまだ十分とは言え
ない側面がある.  しかし, 今回は琉球列島の甲虫相がどんな様相であるかだけでも概観的に述べておくことも
必要と考え一案を示したが, 詳しい解析検討は将来にゆずりたい.
琉球列島での種の構成要素を考えるとき, 南と北からの侵入定着が必然的に考えられるが, 大陸と陸続きで
あった古い地質時代には南北に加え西からの要素を考えなくてはならない. 島l興化してからは, 海流, 気流な
どの要因でほぼ南からの侵入に限られることになる.  しかもそれらは地質時代を異にしていることや種の分化
速度の連いなどの関係で理解は容易でないが, 主な種についてその分布系統を次のように類型化してみた.  こ
こ で 一応の分布要素分けはしたものの, 何度かの大陸および近隣島l興 との陸橋による接続を考えたとき最初の
渡来だけを考えるわけには行かなく, 何波にもわたる再分布も考慮する必要がある.

l)  ヒマラヤ系要素
大陸と陸続きであった時代にヒマラヤから台湾を経て琉球列島の照葉樹林に分布を広げ, 島l典化後遺存種
として残った起源的に古いと考えられる一群である. そのことの反映か森林や渓流に生息する種が多い.
ウェ ノチ ビケシゲン ゴロウ Microdytes uenoi M. SAT0
フタキポシケシゲンゴロウ A i iopachna bi iata (M. SAT0)
アマ ミ ァカハネハナカ ミキリ Formosopyrrhona satoi (HAYAsHI)
フェ リ ェベニポシカ ミキリ Rosatia fernei VUILLET
べニポシカ ミキリ Rosal ia lesnei BoppE

國1.  ウェノチビケシケ' ンコ' ロウMimodyfes u oi M. SAT0.
図2. フタキポシケシケ' ンコロウA11opachriabimaculatalM. SAT0).
図3. アマミアカハネハナカミキリ Formosopyrrho:na satoi lHAYAsHl).
図4. ぺニポ シカ ミキ リ Rosatia lesnei BoppE.

2)  中国系要素
ヒマラヤ系要素とほぼ同じと考えてよいと思うが, 適応域が広く亜熱帯林から暖帯林に見られる種で, 台
湾を経由せず西から直接侵入した要素も考えられる.  森林生活を中心としている種で, 起源の古さを反映し
て通存種とされることが多い.
オキナワハンミ ョウ Cicinedela ch i'i ensis ok inaωana NAKANE
アマ ミハン ミ ョウ Cicinedeta femei FLEUTIAUx
ヤンバルテナガコガネ Cheirotonus jambar Y. KUROSAWA
ケブカ コフ キコ ガネ Tncho1ontha papage;na NoMURA
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キンモンフタオタマムシ
オキナワアオジョウカイ

アマミァオジョウカイ
イ シガキァオジ ョウカイ

オオシママ ドポタル

ミヤコマ ドポタル

ニイ タカハナカ ミキリ

icerea n 加dat TOYAMA
he mus urosaωaz M. Sate

Themus kazuo i N. 0HBAYAsHI et M. Sate
Themus ishigakiensis OKUsHIMA

ochoeh'a atn'penm's (LEWIS)
Py1ochoetia miyako NAKANE
Anastrangalia dissimitis (FAIRMAIRE)
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図5. オキナワハ ン ミ ョ ウ C icmede ta chi tlensis okinaωana NAKANE.
図6. ミヤコマドポタルPyiochoelia miyako NAKANE, ♀.

3)   日本系要素
いわゆる北方系と考えられ, 氷期において南下した種であろう. 南限がほぼ奄美大島と考えられることは,
海峡の成立を考慮すると鮮新世を想定できる.  しかし,  トカラ諸島は更新世前期まで九州と接続していたと
されるので, 亜種程度の分化が考えられる. この要素とされる種に地表性のものが目立つのも興味深い.
アマミナガゴミムシ Pte1ostichusplesiomorphus NEMoTo
ハマペミ ズギワゴミムシ Bembidion semi luitum ,takanoshimense(S. UtNo)
テンリュウメダカチビカワゴミムシ Asaphidion tenryuensekonoi S. U;11No
スジグロポタル Pristotycus sagulatus amami NAKANE
ヨツスジハナカ ミキリ Leptura ochraceofasciata amamiana HAYAsHl

7 8 9
図7. アマ ミァオジョウカイ Themus kazuoi N. 0HBAYAsHI et M. SAT0.
図8.   イシガキァオジョウカイ Themus ishigakiensis OKUsHIMA. (0KUsHIMA, 1991)
図9.   ニイタカハナカミキリAnastrangalia dissimitis (FAIRMAIRE).
図10. ヨツスジハナカ ミキ 1 Leptura ochraceofasciata amamiana HAYAsHl.
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4)  台湾系要素
更新世中期に台湾海峡が成立していることから, 陸続きの時代に侵入した種, 海峡成立後海流などの要素
により侵入した種をも含めて同一種が多く知られている. 侵入した時代が新しいこともあり種分化も少な
く, それらの種の生活型も多様である.
リモガンセスジムシ Rhyzodoastes nmoganensis (MIwA)
スギモ トッ ヤゴモクムシ Tric1iotichnus st‘gimotoi HABU
タイワンヨツボシゴ ミムシ Craspedophorus formosam‘s JEDLIliKA
アトホシヒラタマメゲンゴロウ Platy'tectes chujoi M. SAT0
ク メ ジマポタル Lucio la oωada i M. SAT0 et K IMURA
ルイスツ ノ ヒョウ タンクワガタ M d加s ieω細 B o ILEAU
アマ ミホソコバネカ ミキリ Necydal is monyai KUsAMA
クスノハイイロリ ンゴカ ミキリ chorea okinaωana KUsAKABE

11 12
図 l t. クメ ジマポタル Lt‘ciota oωadai M. SAT0 et KIMURA.
図 l 2.  クスノハイイロリンゴカミキリ 0berea okiMωana Kし'sAKABE.
図 l 3. アマミホソコバネカミキリ Necydatis monyat KusAMA. (左: , 右: ・♀ )

5)   フィリピン系要素
海流の影響で流木やその他の要因によって運ばれたと考えられる種が主体で, 過去の地質時代から今日ま
で続いていたと思われる.  この群は,  とくにフィリピンで繁栄した後に北上したものである.
アサヒナホソチ ビゴミムシ Perileptus asahinai S. UtNo
ヒ ラ ズゲンセイ Cissites ceptla1otes (OLIVER)
ヨナグニアカアシカタソウムシ Metapocy rtus yonagunianus CH10J0
クロカタソウムシ Pachyhynchusmfe h's FAIRMAIRE
ニセホソヒメカタソ'ウムシ Neasphatmus okinaωanus NAKANE
ツ マグロアメ イ ロカ ミキリ PseudiphMa apt'cab's ScHwARzER

6)  東南アジア系要素
台湾の東,  蘭l興を回って琉球列島に侵入した種で, 海流の影響が非常に大きな作用をしたと考えられる.
しかし, 灯火に飛来するゲンゴロウ類, 家畜類の糞に飛来するガムシ,  フンチュウ類などは人類の移動に
伴って分布を拡げた種とも考えられる.
ヒメヤッポシハンミョウ Cicmdela psitica luchuensis BRoUERIUs van NIDEK
リ ュウキュウ ヒメ ハン ミ ョウ Ci cindeta kaleeahume m da HORN
シロヘリハンミ ョウ Cicindela yuasai okinaωe;nse (HoRl et CAssoLA)
クチキゴムシ Monon fapom m BATES
アマミスジァオゴミムシ Hap1ochLaemus msutans S. UtNo
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キボシチビコツブゲンゴロウ
チビコツブゲンゴロウ
ト ビイロゲンゴロウ

フチトリゲンゴロウ
シャー プッ ブゲンゴロウ

ツマキハバビロガムシ
イ ッ モンハバビロガムシ

ネパールモンシデムシ

トカラ マンマルコ ガネ

イリオモテマンマルコガネ
マルダイコクコ ガネ

ウバタ マムシ

サッマウバタ マムシ

シモフ リナガヒゲカ ミキリ

ニジモンサビカミキリ

14

No. l 33 (Mar 2001)

Neohydrocoptus blυ加is (MoTscHULsKY)
Neohydrocoptus subυi t加1us (MoTscHULsKY)
Cybister sugi11atus ERIcHsoN
Cybister timbatus (FABRIcIUs)
LaccoPhi lus sharPi RlaGIMBART
Sphaertdium dimidiatum GORY
Sphaertdium qumuemacu latum FABRIcIUs
Mc1ophorus nepalensis HOPE
Madrasostes kazumai OcHI, JHoKI et NAKATA
Madrasostes加samatsui OcHI
Copns Ofachyp te s NOMURA
Chaicop ora fapom'ca (GORY)
Chatcophora yunnana FAIRMAIRE
Xerzolea asiatica (PIc)
Ptero1ot)hia lateral is GAHAN

i7
図 l 4.  アサヒナホソチビゴミムシPen leptus asahinai S. UltlNo. (U tNo, 1974)
國 l5.  ツマグロアメイロカミキリPseudiphra apicalisScHwARzER.
國 l 6.  シモフリナガヒゲカミキリ Xeno lea astat ica (PIc).
図 l 7. ニジモンサビカミキ ) Pterotophia lateral is GAHAN.

7)   オーストラリア・ 太平洋系要素
違く太平洋を越えて海流の影響によって渡来したものであろう.  やはり幼虫が枯木に入り生活する仲間が
多い.
オオイチモンジシマゲン ゴロウ Hydaticus pact ious AUBt
ツマキレオオミ ズスマシ Dineutus aus tra l is (FABRIcIUs)
サン ゴチ ビ ドロムシ Hyphalus taekoae M. SAT0
ビロウドコメッキダマシ Pterota rsus mouhoti FLEUTIAUx
アマミニセクワガタカミキリ Parandra sh ibata i HAYAsHI
ムツポシシロカ ミキリ 01enecamptus indianus THOMSON

8)  外来種
害虫や天敵として人為的に移入された種で,  気候条件からも南からの要素による定着が大きい.  しかし,
物資輪送などの交流面からアメリカと日本本土からの渡来が大きな割合を占めていることは否定できない.
タイワンカプトムシ (:)ryctes rhinoceros (LINNt)
ドウガネブイブイ Anomala cuprea HOPE
ノ コキ' リ ヒ ラ タムシ zaephi加s sunnamensis (LINNt )
カザリマダラカッオブシムシ Trogodermaornatum (SAY)
ケブカ メツ ブテン トウ Jauratlia 1ombata MoTscHULsKY
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18
図18
國 l 9
図20
図 21
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メダマテントウ
クロ メ ダママテン トウ

タイラ ヒ メテ ントウ

ミスジキイロテントウ
シロスジテ ントウ

ハイイロテ ントウ

ベダリヤテン トウ

マツノマダラカ ミキリ
イチジクカ ミキリ
ナガヒラタハムシ
ミカ ンカ メ ノ コハムシ

イ ネク ビポソハムシ

ヒロヒゲッッハムシ
ミ カンカ メ ノ コハムシ

インゲンマメソウムシ
ヨツモンマメ ソ'ウムシ
ブラジルマメソ'ウムシ
アリモドキゾウムシ
ナガチビコフキソ'ウムシ
アルファルファタコソ'ウムシ
イモソ'ウムシ
イネミズソウムシ
ヤサイソ'ウウシ
バナナッヤオサソ' ウムシ
シロスジオサソ ウムシ
シバオサソ' ウムシ
ヤシオサソ ウムシ
バナナッヤオサソ' ウムシ
バショウオサソ'ウムシ
ワタミヒゲナガソ'ウムシ
サトウキビコクゾウムシ
バショウコクゾウムシ
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サンコ' チビドロムシHyphalus taekoae M. SAT0.
オオイチモンジシマケ' ンゴロウ y t i a f S AUBt
ァマミニセクヮガタカミキリPanandfa s加ba加 HAYASHI.
ムツポシシロカミキリ 0lenecamPtus indianus THOMSON.

Me ten to ulanS (SASAJI)
Medamate' tto secunda SASAJI
S m n u s uadn'i ium MOTSCHULSKY
Burmoides ohtai MIYATAKE
BothrocatυIa atbotineata (GYLLENHAL)
Ouaυ一nigrum (MULSANT)
Rodotia car(i inal is (MULSANT)
Monochamus alternatus (HOPE)
Batocera rubus (L INNt:)

rontispa io ssima (GESTR0)
Cassida obtusata BOHEMAN
Outema oryzae (KUWAYAMA)
Diachus auratus (FABRICIUS)
Cass ida obtusata BoHEMAN
Acanthoscetides obtectus (SAY)
Cauosobruchus macutatus (FABRICIUS)
Zabrotes subfaciatus (BOHEMAN)
Cytas formicanus (FABRICIUS)
Sitona cylindncouis (FAHRAEUS)
Hypera postica (GYLLENHAL)
Euscepes postfasciatus(FAIRMAIRE)
Ljssorhoptrus oryzae KUSCHEL
Ljstroderus obliquus costirostris KLuG
Odoiporus tongtcouis (0LIVIER)

habdoscei gs  hneaticoihs (HELLER
Sphenophorusυenatusυestitus CHITTENDEN
Rhabdoscetusfissieauda(CHEVROLAT)
Odip0 s lon 'coth's (0LIVIER)
Cosmopotites soraidus (GERMAR)
Araecen‘s fasciculatus(CHEVROLAT)
Myocatandra e:mrata (BoHEMAN)
Poiytus meiierb ' (BOHEMAN) (名古屋女子大学)
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ツルグレン装置と土壤甲虫

保 科 英 人

No. l 33 (Mar 2001)

ッルグレン装置という代物がある.  この装置は土壤中に潜む小動物を効率よ く採集するための道具であり,
BERLEsEが l905 年に開発したべルレーゼ装置をTuLLGREN(1917) が改良したものである. よって厳密な意
味でのべルレー ゼ装置というのは, 現在ではほとんど使用されていない. このTuLLGREN(1917) が考案した装
置は, 部分的には改良されつつも, 「虫屋が使用するッルグレン装置に関しては」 80年たった現在の装置と大
差はない.  しかし, デリケートな土壊動物, 例えばトビムシやヒメミミズなどを抽出する場合には, 下の漏斗
部を水冷式・ 空冷式に改造して用いることがあるようだ (普通のッルグレン装置では,  ヒメミミズなどが, 熱
くなった漏斗部でひからびて死亡することがある). なお, ツルグレン装置なるものをまったくご存じでない方
は, 青木 (l973), 馬場・ 平l鳴(1991) で具体的な概観・ 使用法を参照されたい. また, べルレー ゼ装置とッルグ
レン装置の違いに関しては, 馬場・ 平i島(1991) で述べられている. 昆虫関係者は, TuLLGREN(l917) が考案し
たッルグレン装置の根本的原理は, BERLEsEが開発したものであるから, ツルグレン装置を「ベルレー ゼ装置」
と呼ぶことがある (別に両装置がまったく同じと誤解しているわけではない). 実際, 馬場・ 平嶋( l991) では
「ベルレー ゼ装置」 という単語を用いているが, 昆虫以外を専門とする土壊動物学者は, 両装置の名称を厳密に
区別して使う傾向があり, 現在一般に使用されているのは「ツルグレン装置」 であり 「ベルレー ゼ装置」 では
ない一 というのが土壊動物学会会長・ 青木淳一博士の持論である. よって,  ここでは「ベルレーゼ装置」 では
なく 「ツルグ レン装置」 という単語を使うことにする. なお, 厳密な意味でのぺルレー ゼ装置に関しては, 原
論文が掲載された雑誌が国内になく, 現段階では著者は原文を直接紹介できないが, 青木(l973) が原文の図を
引用しているので,  こちらを参照されればよいかと思う.
最近の昆虫学関連の学会では, 過去の国内外の研究例を調べることなく, また社機で短期間で行われた生態
調査でも「とにかく学会では何かしゃべれ (発表せよ)」 といった講座もあるようだが, あまりいい傾向である
とは言えまい. 著者が所属する講座の学生に話を聞いてみると, 生態的調査により複数の野外調査地点間に何
らかの差異を見つけだすのは比較的容易であるらしい.  しかし, ではその差はなぜ生じたかという議論をする
ためには, 調査地点で 「偏りなく公平な」 データを
取る努力をする必要がある.
著者は現在神奈川県・ 東京都内の数ヶ所におい
て, 定期的に土壊サンプルを採取し, 上記のッルグ
レン装置を用いて, 土壊甲虫の定量調査を行ってい
る.  このッルグレン装置から得られたデータを用い
て何かを言うためには, 得られたデータが, 実際の
野外の土壊甲虫の状態をどれだけ正確に反映してい
るかが重要になる. 土壊甲虫ではないが実例を出し
てみよう. 愛媛県の二次林でバナナトラップを仕掛
けると, 多くのDrosophita tutescensキハダショウ

写真1. 横浜国立大学のッルグレン装置室.  1 つの翻が5 X
4 の20個のッルグレン装置よ l) なる. 限られたス
べ一 スに多くの装lf tを設置できるのが使利である
が, -一度に大量の電力を消賀するため,  ヒューズ
が飛びやすい.

写真2. ッルグレン装u・ 上から操電球の光をあてる

写真3. 中央の円盤が二重多孔盤. 左が普通上域動物を採
集する時に用いられる綱.  この左の綱は目が細か

すぎるため, 甲虫類の採集には不通.
- g -
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ジョウバエ, D tmmtgransオオショウジョウバエらとともに極めて少数のD. bizonata フタオビショウジョウ
バエが採集される.  しかし, バナナの代わりにェノキダケを用いると,  フタオビショウジョウバエが圧倒的優
占種となる. つまりバナナトラップだけで見れば,  フタオビショウジョウバエの存在を過小評価することにも
つながりかねない.  ツルグレン装置を用いた土壊甲虫の採集でも,  もしッルグレン装置で落ちやすい (採りや
すい) 甲虫と落ちにくい甲虫があれば, 落ちにくい甲虫を過小評価することになる.
野外で採取した土壊サンプルをッルグ レン装置にかけた場合, どれだけの動物が実際に下に置いたアルコー
ル中に落ちるか (標本を得られるか), つまり得られたデータが野外の土壊動物相をどれだけ正確に表している
かという疑問は, 別に著者が最初に抱いたわけではない.  ツルグレン装置は, 光と熱によって, 土壊サンプル
中の土壤動物を追い出して抽出する道具であるから, 抽出される前に温度が上がった土壊サンプル中で死んで
しまう土壊動物が出てくるのはある意味選けられない. DRIFT(1951 ) はブナ林の土壊動物相調査の大論文で,
土壤動物の教科書では必ずといってよいほど引用される優れた研究である. DRIFT(1951 ) は採取した土壊サン
プルから, どれく らいの土壊動物がッルグレン装置で落とすことができたか, つまりッルグレン装置の抽出効
率を調べている. このDRIFT( l 951) が行なった実験や結果及びその問題点について, ダニ類に関しては, 青木
(1977) で述べられており重複するかとは思うが, 内容を一部紹介したい. まず DRIFT ( l951) はまずッルグレ
ン装置でもって生かしたまま土壊動物を採集し, その個体数を数えて, 再びッルグレン装置に投入して再抽出
するという方法を採った. その結果は, ダニ類では最低でも75% の再抽出率を示し, 別のダニでは最高100%
の個体を再抽出できた. また, 著者が最も関心がある甲虫に関しては, ハネカクシ科が38 頭投入し, 34 頭再
抽出, コメッキムシ科では13 頭中全て再抽出, これら以外の甲虫では, 8 頭中7 頭を再抽出した. 甲虫全体で
は, 再抽出率は92% であり, きわめて高い. また, このあらかじめ個体数がわかった土壊動物をッルグレン装
置に投入して抽出効率を調べるという方法は,  NIIJIMA (1971) でも用いられている.  NnJIMA (l971) では
DRIFT( l951) のような野外の土壊サンプルから抽出した土壊動物を使用するのではなく, 研究室で飼育してい
たSmeua curvisetaユミゲカギゾメアヤトビムシをッルグレン装置に投入して, なおかつ実験季節を変えて抽
出効率を調べる方法を採った.  結果は,  全ての季節で抽出効率は90% を越えた.  これらNIulMA(l971) と
DRIFT(l951) から, ツルグレン装置における土壊動物の抽出率は一見相当高いと思われる. だが, 青木( l977)
が指摘するように, まずDRIFT(1951) は一度ツルグレン装置で抽出した個体を, 再び抽出するという方法を採
用しているので, はなから 「抽出しゃすい」種を選抜しているのではないかという批判がある. また, NIIJIMA
(1971) の結果は, あくまでュミゲカギッ'メアヤトピムシの結果であり, 他のトビムシにそのまま適用すること
を問題視することは可能である. かって青木先生もッルグレン装置によるササラダニの抽出率を調べられたこ
とがあるらしい. この時は, 同じ調査地から一定量の土壊サンプルを2 つ採取し, 片方はッルグレン装置にか
け,  もう片方は直接, 顕微鏡下でササラダニ個体数を数える方法である. 結果はッルグレン装置で抽出できた
ササラダニ個体数は, 直接調べたものと比して約30% 程度にすぎなかったという. これは, NIulMA(l971) と
DRIFT(1951) と比して明らかに低い数字である. 前置きがかなり長くなったが, ならば, 日本産土壤甲虫のッ
ルグレン装置における抽出効率は実際のところいかほどのものか,  また, どれくらいの時間, 土壤サンプルを
ツルグレン装置にかければ, 最大限の土壞甲虫を抽出できるのか, 実験してみることにした.

方法

実験に使用する土壤サンプルは, 横浜国立大学構内のスダジイ・ コナラ・ タブなどからなる照葉樹林から,
平成 l2 年10月5 日に適当な量を採取した. 横浜国立大学は横浜駅西口繁華街より原付で僅か20数分の距離
にあるが,  構内にはァリノスコブェンマムシやムネァカセンチコカ'ネなどを含む,  38 科207 種の甲虫が記録
されている (永野ら, 2000). その林床から落葉を振るい, 土壊サンプルを採取する. ッルグレン装置の下部に
数く金綱は, 二重多孔板を使用する. この二重多孔板とは, 直径28 cm厚さ 6 mmの円盤で, 上面・ 底面に直
径5 mmの多数の穴があり, またこの上面・ 底面の穴の位置がずらしてあり, 土壊がそのまま装置下に落ちな
いように工夫されている. つまり, 土壊甲虫は, まず上面の穴から落ち, 円盤内面を歩き, その後再び底面の
穴から落ち, 実験者は標本をケ' ットということになる. 上面の穴から落ちた非生物である土壊は, 大部分がそ
のまま円盤内に残る. ようするに, なるべく土壊を落とさず, 土壊動物のみを採るための工夫といえよう. 採
取した土壤サンプルは, 甲, 乙, 丙, 丁4 つの同種類のッルグレン装置にかける. l 個のッルグレン装置にかけ
る土壊サンプルの量は厚さ 2~3 cm程度に設定した. 実験は土壤サンプル採取同日の15 :30分に開始した.
そして表1 に示した経過時間ごとに抽出した土壤甲虫(成虫のみ) の個体数を科ごとに記録した. 実験は53 時
間で打ち切った. 普通, ツルグレン装置で土壊動物を抽出する場合, 70% エタノールが入った瓶を用いて, 落
ちてきた土壊動物をそのまま殺して固定する.  しかし, 今回は後述するもう一つの実験のために, 実験開始後
4 時間半までに抽出した甲虫は,  エタノール瓶ではなく, 空のタツパーで生かしたまま採った. それ以降は,
70% エ タノー汲ﾅ固定した.
次に, 53 時間で実験を打ち切った後, 甲のッルグレン装置にかけた土壤を, 双眼実体顕微鏡下で観察し, ど
れだけの甲虫が抽出されず, ツルグレン装置の中で死んでしまったかを調べた.
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実験開始後4 時間半までに生
かしたまま採取した甲虫は,
DRIFT( l951) が行った実験同様,
採取後速やかに別のッルグレン装
置に投入し, 再抽出実験に用い
た.  この再抽出実験用ツルグレン
装置に入れた土壤は, あらかじめ
実験日の l 週間前に, 横浜国立大
学構内で採取した土をフライパン
で焼き, 中に生息しているかもし
れない甲虫を殺しておいたものを
用いた. 実はこの焼いた土は以前
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表 1.  各ツルグレン装置の累積抽出個体数

9111■ 1.5 3 4.5 6 7.5 9 19 21.5 24 4S.S
甲

T

29 42 43 43 46 51 S2 S2 5 2 52
29 36 38 41 42 42 47 4 7 48 49

59 72 74 75 7S 77 84 84 8 4 87
22 43 44 45 47 49 53 54 54 5 4

表2.  主要4 科の累積抽出個体数

a l ■ 1.5 3 4.5 6 7.S 9 19 21.5 2 4 45.5
タマキノコムシ
ムクゲキノコムシ

ハネカクシ
ソゥムシ

47 60 60 60 60 60 60 60 60 60
57 74 77 80 80 81 82 82 82 82
19 31 31 31 31 32 3 2 32 32 33
3 6 9 11 1 2 19 35 36 37 38

にッルグレン装置にかけた後のものを用いたので,  もともと土壤中に甲虫が生存しているとは考えられなかっ
たが, 念のために十分焼いた. 焼いた土は, 外から甲虫が侵入しないよう実験開始まで密閉しておく. そして
再抽出実験寸前に, 水を加えて適度に湿らせた. 再抽出実験は, 生きた甲虫を投入してから100時間で打ち切
り, その後再抽出された個体数を数えた.

結果及び考察
実験を開始してからの経過時間別・ 甲, 乙, 丙, 丁ツルグレン装置別の累積抽出個体数を表 l に示す. 45.5
時間以降全く甲虫は抽出されず, 実験は53 時間で打ち切った. 24 時間後以降も, 深夜を除き2 時間半間隔で
抽出個体数を数えたが, 数字がほぼ平衡に達していたので, 表ではこの間の各時間ごとの累積個体数は割愛し
てある. 著者は今まで, ッルグレン装置を用いて土壤甲虫を採集する場合, 最低でも4 日間, 普通は1 週間程
度はかけっぱなしにしていたものであるが, 今回の実験では6 時間後には, 4 個すべてのッルグレン装置で最
終的な個体数の8 割に達したことになる. 実は, NIIJIMA(1971) も, 野外より採取した土壤サンプルから抽出
されるトビムシとダニ類が, 4~5 時間後には平衡に達することを確認している. こうして考えば, せいぜい2
日間,  もしッルグレン装置にかけたい土壤サンプルが研究室に溜まっており, 回転率を高めたいなら1 日でも
十分ではないかと思わせる結果になった.
次に, 横浜国立大学構内に生息する土壤甲虫のうち, 主要4 科のタマキノコムシ科, ムクゲキノコムシ科,
ハネカクシ科 (アリッ'カムシとデオキノコムシを除く), ソウムシ科について, 甲・ 乙・ 丙 ' 丁4 個合計のッル
グレン装置の経過時間別の累積抽出個体数を表2 に示した. 横浜国立大学構内は,  なぜか I)ermato'tomoeus
terrenus (HlsAMATsU) オチバヒメタマキノコムシと, Dipentium japomcum (K. SAWADA) コゲチャナガムク
ゲキノコムシが極めて多く, 土壤甲虫の二大優占種である. 表に示したタマキノコムシ科とムクゲキノコムシ
科とは全てこれら2 種である. ちなみに, オチバヒメタマキノコムシはCotems属として記載されたが, ANG-
cLINt & SvEc (1998) によってDermatohomoeus属に移されたものである. 一般的にムクゲキノコムシがどれ
ほどの土壤サンプルから, いかほどの個体数が採れるものであるか, 著者にはよくわからないが, オチバヒメ
タマキノコムシに関しては, 横浜国立大学構内は「異常なほどの」多産地であると断言できる. 著者は横浜国
立大学構内の土壊甲虫相に関しても調査しているが,  これに関しては別の機会に譲りたい.  さて,  タマキノコ
ムシ科・ ムクゲキノコムシ科・ ハネカクシ科の3 科の抽出個体数が, 僅か3 時間後には, 最終的な個体数の9
割に達したのと比して, ソ'ウムシ科は3 時間後ではまだ16% にすぎなかった. また, 縦軸を個体数ではなく,
累積抽出率(0-100%) に直してグラフにしてみた.  ソウムシが他の3 科と比べて平衡に達するまでに余分に時
間がかかったことがわかるかと思う. 正直に言えば,  この実験はもし連続して甲虫が抽出されるようであれば
徹夜をしょうと考えていたのだが, 9 時間後タマキノコムシ科などの様子を見て, 抽出される甲虫はほぼ平衡
に達したと誤判断し, 安眠を貪ってしまった. 翌朝見てみれば (実験開始 l9 時間後), l6 頭ものソウムシが抽
出されていたのである. 最終的なソウムシの抽出個体数は38 頭であるから, この10時間の間に, 半数近くの
ソウムシが抽出されてしまったことになる. 明らかなミス実験だが, 取りあえず導かれる仮説として,  ソ'ウム
シは抽出に時間がかかりそうなので, ソ'ウムシ狙いの甲虫屋は, 長めにッルグレン装置に土壊サンプルをかけ,
「ゾゥムシなんぞいらんわい」などという不届き者は, 早めに切り上げてよいということになろう. なお, 青木
先生の経験でも一般的にソウムシは抽出に時間がかかるらしい.
最終的に甲のッルグレン装置で抽出された甲虫は, ガムシ科 l,  タマキノコムシ科12,  コケムシ科1, デオ
キノコムシ l, ハネカクシ科6, アリッカムシ2, ムクゲキノコムシ科20, ゾウムシ科9 の計52頭である. そ
して, 実験終了後ツルグレン装置内の土壤サンプルに残されていた甲虫の死体を数えた.  これははっきり言っ
て長時間の極めて苦痛な作業である. DRIFT(1951) は「土壊サンプルが多く, 直接ツルグレン装置に残るサン
プルを調べる事は困難であるので, あらかじめ個体数がわかった土壊動物を投入して抽出効率を調べた」 と述
べているが, 批判が少ないように抽出率を調べようと思えば, 結局は直接残された土壊を調べるほかない.  さ
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て, これらのッルグレン装置内に残された甲虫の死体は, 土壤を採取した時点で既に死んでいた可能性もあり,
実際にどれだけの個体がッルグレン装置内で死んだか, 厳密に知ることは不可能に近い. よって, 保存状態の
良い五体満足な死体をッルグレン装置内で死亡したものと判断した. 結果は,  ムクゲキノコムシ科1,  ソウム
シ科2, さらにッルグレン装置内で死んだか, もともと死亡していたか判断がっきかねるものが, ソ'ウムシ l,
アリッ'カムシ1 であった. つまり, 最大でも5 頭であり, 甲のッルグレン装置から抽出された個体数から判断
すれば, 抽出効率は91 % である. これは相当高い数字であると言ってよい. 取りあえず, 特定の科が抽出され
にくいという結果ではなくてほっとしている. 今回の実験で,  ツルグレン装置を用いて抽出した土壊甲虫の
データは, 土壤を採取した時点でのファウナに近い状態であるということが判明した. また, 今回の実験で使
用した二重多孔板は, 土壊動物屋の間ではきわめて評判が悪い. 円盤内で土壤動物が死に, 抽出されないとい
う専らの話である.  日本でこの二重多孔板を使い始めたのは青木先生らしいので (二重多孔板の評判が悪いこ
とはご存じである), 今回の実験結果を報告すると, 「二重多孔板は甲虫のためにあるんだな」 と喜ばれていた.
今回の実験は, 土壤甲虫は二重多孔板でも十分抽出できるということが示せたと思う.  ツルグ レン装置で動物
を採るという行為の優劣は, 詰まるところそれぞれの土壊動物がいかに元気なうちに下に潜って, 70% エタ
ノールという桃源郷にたどり着けるかにあり, 各々 の移動能力が重要な要素になる. 今回の実験では, カウン
トしたわけではないが, ムカデ・ ヤスデ類のような運動能力が比較的あると思われる動物は, 実験終了後のッ
ルグ レン装置内には死体はほぼ皆無であり, 逆に鈍重と思われる陸貝類は死屍累々 といった感じであった (陸
貝の場合は, 甲虫以上にッルグレン装置内で死亡したか,  もともと死亡していたかの判断が難しいのである
が).
表3 は, DRIFT(1951) が行った実験と同様の, 個体数がわかった土壊甲虫をッルグレン装置に投入し, 再抽
出した実験の結果である. 表3 の実験個体数とは, 表 l の4 時間半までに, 甲・ 乙・ 丙・ 丁のッルグレン装置
で生かしたまま抽出した全甲虫である. ガムシとゾウムシを除き, 抽出率は,  タマキノコムシとコケムシが
88% で, それ以外の科は90% を越え, 全体の抽出率でも90% となった. くしくも, DRIFT(1951) とNnJIMA
( l971) の結果を再確認した形になった. やはり, この実験も甲虫はッルグレン装置でほぼ完全に近い確率で抽
出できることが示せたといえようか.
ソ'ウムシに関しては多少気になることがないわけではない.  l) 抽出に時間がかかるということ, 2) 甲のツ
ルグレン装置内で, 9 頭抽出に対して2 ないしは3 頭が抽出されずに死亡していたこと.  これはァリッ'カムシ
を除き, 他の甲虫と比べて高い数字である, 3) 表3 で示したように他の甲虫に比べ再抽出率が幾分落ちるこ
と . これらを合わせれば,  ソ'ウムシはややッルグレン装置で抽出されにくいのではないか一 という考えも浮か
ぶが, いかんせんもともとの母集団が小さいので, 今回の結果だけでははっきりしたことはいえないだろう.
とりあえず, 十分な時間をかけて抽出してやれば大きな問題ではないかと思う.
今回の実験は, 検定にかけるほどの反復実験
を行っておらず,  したがって大いにご意見・ ご
批判を招くかと思う. それは著者が希望すると
ころである.  また, 今回の実験で忘れてならな
いことは, 「これ以上ないほどの理想的な条件
で」 ツルグレン装置に土壤サンプルをかけたと
いうことだ. 大学構内で最初に落葉を振るい始
めてから,  ツルグレン装置にかけ終わるまでわ
ずか1 時間たらずで, なおかつ l 個のッルグレ
ン装置には厚さ 2~ 3 cmの土壤サンプルしか
入れていない. つまり, 土壤甲虫が生きのいい
状態で, 少量の土壤サンプルをッルグレン装置
にかけたのであるから, 抽出率は高くなってあ
たりまえということもできよう. これは N il -
JI MA ( l971)
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表3. 科別の再抽出率
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置がある研究室は町中にあり, 逆に虫屋が必死で追い求めるおも しろい甲虫は山深きところに生息しているの
で, どうしてもッルグレン装置にかけるまでに, 時間のずれが生じる. 土壊サンプルが, 気圧の谷を越え, 竹
搶が届かぬ通か上空を翔る飛行機で連ばれるのであれば, なおさらである.  また, 著者が所属する横浜国立大
学環境科学研究センターは, ツルグレン装置の数が多いので, 土壤サンプルの厚さが2~3 cmという資沢なか
けかたができるが,  ツルグレン装置の数の制約上どこの研究室でもできるわけではない.  しかし,  これだけは
提示して筆を置きたい. 採取した土壊サンプルが多く,  なおかつッルグレン装置の数が少ないと, 必然的に1
個にかける土壤サンプルが大きくなってしまうのであるが,  ここは横着せずに少しずつ土壌サンプルをかけて
は, 入れ替えるという作業を何回も繰り返す方がよいのではあるまいか? 今回の実験の結果のほか, 土壊動
物屋の意見でも 「ツルグレン装置は最初の何時間かが重要で, それ以降はいくら時間をかけてもあまり抽出で
きない」 というものらしいからである. すでに秋深まり, 今回の同条件下の反復実験は行えなくなったが, 来
春以降に, どれくらいの土壤サンプルの厚さまでなら, 70% 程度の抽出率を雑持できるか, 調べてみたいと考
えている.
末筆ながら, 様々 なご助言をくださった横浜国立大学の青木淳一先生とムクゲキノコムシを同定してくだ
さった大阪府立大学の澤田義弘氏に厚く御礼申し上げる.
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(横浜国立大学環境科学研究センター)

0メダカオオキパハネカクシを奥多康町日原で採集
メダカオオキバハネカクシ Mega1opmus j、apom-

cus (NAKANE) は稀な極-と考えられており,  これま
でに北海道 (札幌), 三重, 京都, 奈良, 鳥取, 長崎
(対馬), 熊本, 鹿児島 (屋久島) の諸道府県と琉球
列島から記録されているが, 本州東部からの記録は
神奈川県の1 例を見る程度である. 筆者は本種を東
京都興多摩町で採集したので記録しておきたい.

1 頭, 東京都奥多摩町日原小川谷 (右岸旧道約
800 m), 27. VI. 1998, 芳賀 馨採集・ 保管.

、 '

t

・

t

,.
f-

・

r

採集地点は左岸の林道の開削以前に使われていた
と思われる廃道沿いで, 原生状態に近いブナ, モミ
等の自然林が残されている. その中にある 1 本のモ
ミの大木 (胸高直径約1.5 m) から落下した樹梢部
にサルノコシカケが生じた部分を叩き網したところ
本種が得られた.  この樹梢部は1992 年には既に落
ちていたもので, 樹皮が半分以上はがれる程度に腐
朽が進んでいた. サルノコシカケは関東一円のブナ
帯の自然林でよく見かける, 長径10 cm程度の褐
色の種類で, 本種の他にオオズセダカコクヌストや
Sepedophitus属のハネカクシが来集していた.

参考文献

平野幸彦,  1981 . 神奈川ll?の甲虫. 神奈川県ll 【tl調査報''i
書. pp 233-372. 神奈川県教育委f l会.

-1本年郎,  1995.  メダカオオキ 、ハネカクシ北海適からの

記録.  甲 ニュー ス, (111): 6-7.
NAoMl, S.-I., l 986. A taxonomic study on the Subfamily

Megalopininae (Coleoptera, 0xyporidae) of Japan,
wi th descr iptions of two new species. Kontyi‘, 54
(2): 344-352.

山崎一男,  1993.  メダカオオキパハネカクシを京都市で採

集. 甲虫一ユース, (104):4 -5.
(埼玉県浦和市,  芳資 基)
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0台湾のタケシシモフ リ コメツキの記録
タ ケシシモ フ リ コ メ ッ キ Actemcerus takesh i i
は,  台湾の台北県PinglinとSanfentze, そして桃
園県のPaichi (百吉) で採集された2 雄2 雌の個体
に基づいてARIMoT0 (l992:75-78, figs 5-8) によ
り命名記載された種である.  その後, KlsHII (1996:
25), SUZUKI (1999: l29) により, 引用がされている
が, データを伴った記録としてはこれまでないよう
で ある. 筆者は, 模式産地の l つ である百吉
(Paichi) で採集された個体を所持しているので,  こ
こに記録しておきたい.

4(,''o''', 台湾省桃園県百吉, 29. m. 1980, 新里達也
採集; 1 ・  同地 ,30.  m. l 980,  同氏採集
最後に, 標本資料の面でいっもご支援いただいて
いる, 東京都の新里達也氏に感謝したい.

参考文献

ARIMoTo, H., 1992. Two new Elaterid beetles (Coleopt-
era, Elateridae) from Tai wan. Etytra. 7okyo, 20:73-
78, 8 figs.

KIsHII, T., l996.Notes on Elateridae from Japan and its
adjacent area (14). Bu11. Heian High Schoot. Kyoto,
(39): 1-40, p. I- Vm.

SUZUKI, W., 1999. Catalogue of the family Elateridae
(Coleoptera)of Taiwan. Misc. Rep_ Mula Mus nat.
Hist., (38): l -348.

(東京都世田谷区,  鈴木 亙)

0ミヤマヒサゴゴミムシの一採集例
ミヤマヒサゴゴミムシ Broscus doenltziは, 後翅
の退化した地表徘i回性の種であるが, PT法では採
集されにくい. そのため本種を見いだすためには,
石おこしや, 苔はがし, 倒木の夜回りなどが中心と
なるため, 発見のほとんどが少数個体に限られた.
しかしながら, 筆者らは複数の個体をまとめて得た
ので,  ここに採集データと採集状況を報告する.

26 頭, 愛媛県字和島市高月山 (黒尊林道沿い),
l9. XI i998, 筆者ら採集・ 保管.
林道沿いの乾燥した崖に露出している答むした石
の下や, よう壁の側面に形成された落ち葉溜り, あ
るいははがれかけた側面の下から採集された. 数頭
が寄り添うように集まっており, 多い場合では, -
カ所に4~5 頭がまとまっていた. 本種が真冬に同
様の環境から見いだせること (松本氏, 私信) や,
行動が緩慢ながらも徘個していたことから, 越冬の
準備に入っていたと考えられる. 本種が好んで集団
を形成するかどうかは興味が持たれるところである
が,  この採集例は多産地ゆえの偶然である可能性も
考えられる.  これを機に, 新たな知見が報告される
ことを願う次第である.
末筆ながら道案内と宿の提供を賜った管谷洋氏に
お礼申し上げる.

( 高尾自然科学博, 松本康一)
(群馬県松井田町, 佐藤l場路樹)

第133 号 (2001 年 3 月)

0石川 産アリヅカムシ類1 種の分布記録
ハナダカァリ 'ゾカムシはヒゲナガァリッ'カムシ上
族, ハナダカアリヅカムシ族に属する変わった形の
アリッ'カムシである.  長崎から SHARP (1883) に
よって記載され, 茨城, 埼玉, 大阪, 福岡の各県か
ら記録されているほか, 栃木県, 東京都からも採集
されている (野村博士, 私信). 通常, 平地の照葉樹
林の林床りタ一 から採集される種であるが, 分布は
局地的で個体数は少ない. 本州の日本海側からは本
種はまったく知られていなかったが, 筆者は石川県
から採集することができたので報告する.
Sft'pesa d is SHARPハナダカァ リ ッ'カムシ

l f , 石川県金沢市角間町, 8. V. l999, 筆者採集.
採集地点は金沢市街地から5 kmほど離れた郊外
である.  コナラやァベマキを植生とする二次林内か
ら採集した. 採集方法はッルグレン装置を使った.
本種の同定をしていただき, 貴重な情報を恵与し
ていただいた国立科学博物館の野村周平先生に謝意
を表する.

参考文献

JEANNEL, R., 1958. Revision des Pselaph ides du Japon.
Mom. Mus. Hist nat.. Paris (Ser. A, Zo()1.) 18: 1-138.

城戸克弥, 1977. 福岡県宗像郡城山産鞘翅目日録. 北九州の
a 24(2): 1 - 12.

野村周平, 1990. 長崎県のアリッ'カムシ. こがねむし, (00):
55-64.

fill :f、_是虫談語会,  1998. 埼玉県民虫誌111.93-340.
等田義弘・ 広渡俊載・ 石井 実,  l999. 三草山の里山林に
おける上壤性甲虫類群集の多様性. .El題ニューシリー
ズ,2(4):161-178.

SHARP, D., l883. Revision of the Pselaphidae of Japan.
T r ans en t. Soc. London, l883: 291-331.

( 石川県金沢市,  中田勝之)

0コキムネマルハナノ ミの対馬からの記録
コキムネマルハナノミ Sacodes nakanei (KLAUs-

NITzER)は, 北海道, 本州, 四国, 九州本土, 屋久島
から記録される, 西南日本の低標高地では最も普通
のキムネマルハナノミである.  じゅうらい記録の無
かった対馬で採集された標本を検したので報告す
る.

l , 長崎県対馬上坂, 3. VI. l995, 1. HIRAl leg.
(Katsumi AKITA collection KAC10678)
対馬からはこれまでにルイスキムネマルハナノミ

S du:)c(LEWIS) と特産種のッシマキムネマルハナノ
ミ S tsushime,tsis YosHIToMI が記録されている
(YosHIToMI, l997). 朝鮮半島にはッシマキムネに大
変近似のS kaszabi (KLAUsNITzER) が分布すること
を考えると,  コキムネもしくはそれに近似の種が朝
鮮半島にも分布する可能性は高く, 大変興味があ
る.
末筆ながら, 標本を調査させていただき, かつい
つもお世話になっている三重県の秋田勝己氏にお礼
申し上げる.

- 14 -
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引用文献

YosHIToMl, H., 1997. A rev ision of the Japanese species
of the genera E1odes and Sacodes (Coleoptera, Sci rt-
idae). Elytra, Tokyo, 25:349-417.

(愛媛大学農学部昆虫学研究室,  吉 i博之)

0オガサワラチャイ ロカミキリ台湾に産す
オガサワラチャイロカ ミキリ Comsia testacea

(GREssITT) は, 従来福井県 (雄島), 九州 (大隅半島
と平戸島), 屋久島, 奄美大島, 徳之島, 沖縄本島,
石垣島, 小笠原諸島が分布として知られていたが,
筆者らは台湾産の本極一を所持しているので, 下記に
記録する.
標本データ

1. 台湾省高雄県 (Kaohsing Hsien) 渓南山 (Chi-
nanshan), l , 19. V. 1991, H. NARA採集, 奈良
一所持.

2.  台湾省高雄県藤枝付近(Nr.Tengchih) (標高約
l,500 m), loll'',4. VI.1999, W. CHEN採集, 八木
正道所持 (写真). 採集者によれば, 樹木の棄を掬
くって採集したという.

f

一
・

一

・

・

章,

・'
 

・

末筆ながら写真を写して頂いた松田吉弘氏にお礼
申し上げる.

参考文献

林 [ i , 1984. 原色日本甲虫図鑑(IV).
大林延夫ほか, 1992. 日本産ヵミキリムシ検索図説.

(和歌山県有田郡, 奈良 - )
(大阪府茨木市, 八木正道)

0マルガタビロウ ドコガネ屋久島に産す
マルガタ ビロウ ドコガネMaladerasecreta(BREN-

sKE) は従来, 本州, 四国, 九州に分布し, 私の知る
限りでは, 野村 (1973) の示した大分, 今坂ら
(1999) の島原半島辺りが記録されている分布の西
南限と思われる. 最近私は, 屋久島で下記のとおり
採集したので報告する.

No. 133 (Mar 2001)

lc,フ', 鹿児島県熊毛郡屋久町麦生 ( 白熱灯の外
灯), 6. VII 2000; l f , 屋久島トイモ岳 (ブラック
ライト l 本, 蛍光灯3 本を使用した灯火セット),
7. V IL 2000; 42 51 ♀♀, 鹿児島県熊毛郡屋久町
麦生 (白熱灯および蛍光灯の外灯), 20. VII,2000; 4

4♀♀,  鹿児島県熊毛郡屋久町麦生 (白熱灯お
よび蛍光灯の外灯), 21. VII 2000; 1 f 2 ♀早, 鹿児
島県熊毛郡屋久町麦生 ( 白熱灯および蛍光灯の外
灯), 22. VII 2000; l 1 ♀, 鹿児島県會、d毛部屋久町
麦生 (白熱灯の外灯), 25. VIL2000; l f 3♀♀, 鹿
児島県熊毛郡屋久町麦生 ( 白熱灯および蛍光灯の外
灯), 26. VII 2000; 1 1 早, 鹿児島県熊毛郡屋久町
麦生 (白熱灯の外灯), 7. XIII 2000.

(鹿児島県屋久島, 久保田義則)

0アカハネムシ科甲虫の後食
筆者はァカハネムシ科甲虫に関心を持ち,  フィー
ルドでは注意しているが, 後食シーンはめったに見
ることができない. 以下は, その数少ない観察例で
ある.
1. オニアカハネムシ Pseudopyroc1zroa japomca

(HEYDEN)
千葉県君津市郷台畑,  l l. V. 1996. (写真 l )

林道脇に放置された古い針葉樹の丸太に飛来し,
樹皮のはげた部分をかじっているように見えた.  こ
の個体は雄であったが, 続いて難も飛来して同じ動
作をした. 虫のいた箇所は, 材の表面に黒く硬いブ
ッブッがあり, 菌類の残骸のようであった.
2. ムナビロアカハネムシ Pseudopyr,ochroa tati-

couis (LEWIS)
栃木県栗山村田代山林道, 27. V 2000. (写真2)

ブナ倒木上の結れた膏薬状の菌類を後食してい
た.

(東京都足立区, 木元達之助)

- 15 -
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0テンリ ュウメダカチビカワゴミムシ等を天電川河
口で採集
テンリュウメダカチビカワゴミムシは長野県飯島
村を基準産地とする小型のゴミムシで, 周辺地域で
は長野県のほか神奈川県, 山梨県から記録されてい
るが, 静岡県からの記録は見あたらない. 筆者は
2000年9 月20日に浜松市松島町の天竜川右岸河
口において本種を採集しているので静岡県初記録と
して報告する. 河口部に打ち上げられた流木の下よ
り得られたが, 同時に採集した他のゴミムシ類等も
併せて報告しておく .
テンリュウメダカチビカワゴミムシの分布につい
て教えていただいた松本俊信氏に感謝する.
コ ハ ン ミ ョ ウ Ci a' eiaspecuiansCHAUDOIR,
l 865, 1 ex.
キバナガミズギワゴミムシ Armatoci11enus yoko-
hamae(BATES, l 883), 3 exs.
テンリュウメ ダカチビカワゴミムシ AsaPhidion
t tenryuense HABU, l954, 1 ex.

テンリュウメダカチビカワゴミムシ

ニツコウミ ズギヮゴミムシ Bembidion mtse ltum
HAROLD, 1877,  3 exs.
ウスモンコミズギワゴミムシ Tachyura fuscicau-
da (BATES, 1873), 2 exs.
ァ シ ミ ゾ ナ ガゴ ミ ム シ Pterost ic1tus su lci tarsis
MoRAwITs, 1862, 1 ex.
コアオマルガタ ゴミムシ Amara chatcoPhaea
BATES, l873,7 exs.
オオ マ ル ガ タ ゴ ミ ム シ Amaragtgantea (MoT-
scHULsKY, l844), 1 ex.
コマルガタゴミムシ Amafa st'mph'cidens MORA-
wITs, 1863, 1 ex.
ウスアカクロゴモクムシ Harpalus sintcus HOPE,
1845, 2 exs.
キ イ ロ チ ビ ゴ モ ク ム シ AcupatPus mornatus
BATES, l 873, 1 ex.
クロヒメ ゴモクムシ Bradyce11usanchomenoides
(BATES, l 873), l ex.
キベリチビゴモクムシ ichei rotn'chus tenM ma-
nus (BATES, 1873), 1 ex.

第 l33 号 (2001 年3 月)

ス ジ ミ ズア ト キ リ ゴ ミ ム シ ApnstusgrandiS
ANDREwES, l 937, 1 ex.
クロナガェハネカクシ Ochthephitum densiPenne
(SHARP, 1889), 1 ex.
コ ガ タ ヒ メ サ ビ キ コ リ A pnus hyPmco
(KIsHII, 1964), 1 ex.
クロオビケシマキムシ Corticariaornata REITTER,
1877, l ex.
ケオビァリモドキ Antheiep加Ia mOncePs (MAR-
s c UL l 876), 1 ex.
ョ ッ ポシホ ソア リ モ ドキ P;seudoLePtateusυatgi-
pes (MARsEUL, l876), 2 exs.
ム ナ グロホソ ア リ モ ド キ Sapintuscohaeres
(LEWIS, 1895), 1 ex.
コスナゴミムシダマシ Gonocephalum coriaceum
MoTscHULsKY, 1857, 1 ex.
ガイマイゴミムシダマシ Atphitobius diaPerims
(PANZER, 1797), 1 ex.
スジコ ガシ ラ ゴ ミムシダマシ Heterotarsus Can -
nu ta MARsEUL, l 876, 1 ex.
モンイネ ゾウモ ド キ 0 to m g CahPem
RoELoFs, 1874, 1 ex.
オオミズゾウムシ 'Ianysphyrus major ROELOFS,
1874, 1 ex.

(静岡県静岡市, 石川 均)

0マルコガタノゲンゴロウを新潟 で採集
マルコガタノゲンゴロウ0ybister toωisianusは,
分布の極限される種であり, 東北地方から九州まで
の11 府県から点々 と記録がある. 環境選択の厳し
い種類のようで, 現存する産地は東北の一部などご
く少ないものと考えられる. 本種の分布は特異で,
東北では青森・ 秋田・ 山形・ 宮城から記録がある
が, 茨城以西の中部日本一帯は広大な分布空白域と
なり, 三重・ 大阪・ 兵庫・ 岡山, 飛んで九州の福岡
と熊本から記録があるにすぎない. 筆者は,  これま
で分布の空白域であった上信越地方の新潟県から本
種を発見することができたので報告する.

4 2 早♀, 新潟県小千谷市, l t. X 2000, 苅部

治紀採集.
丘陵地の沼で採集した. 他県の生息地同様に水質
のよい水生植物豊富な環境である. 今回の採集環境
から見ても, 東北から北陸にかけての丘陵地では地
図に載らないような小さな池沼で, 本種が現存する
場所はまだあるものと考えられる. なお, 中大型種
では, 同時にゲンゴロウ・ クロゲンゴロウが確認で
きた.

(神奈川県立生命の星・ 地球博物館, 苅部治紀)
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黒澤良彦博士ご逝去
一本誌生みの親一

黒澤良彦博士が平成13 年2 月27 日にご逝去
された.  享年 79 歳であった.  黒澤博士が病気療
養中とのお話はうかがっていたが, まさかこの様
に早くお亡くなりになるとは晴天の藤震で, 断腸
の思いに言葉を失った. この様な思いの多くの虫
屋達が, 弔問のために通夜と告別式の会場となっ
た桐ヶ谷斎場を訪れた.
黒澤博士は昆虫に関心を持つ人なら誰でもが
知っている様に 「虫きち」 の権化の様な方で,
様々 な昆虫類に強い関心を寄せられていた. 中で
もll集 と甲虫については多くの優れた業績を残さ
れ, 特にタマムシに関する世界的学者としての高
い評価は周知の事実である.  この様に昆虫類に造
詣の深かった黒澤博士には別の一面として, 後進
に対する理解ある心遺いを忘れることができな
い. 科学博物館の研究部がまだ上野にあった頃,
当時の「京浜昆虫同好会」 の若き虫屋達を始め多
くのアマチュア研究者達が, 昆虫の採集技術から
分類や分布, さらには生態に関することまで多面
的な知識を吸収するため, 黒澤博士の室に足繁く
通っていた.  この過程を経て虫屋として育った人
達の中には, プロ, アマを問わず立派な昆虫研究
者として活躍している人達が多い.  この様にアマ
チュア昆虫研究者の育成に意をそそがれた黒澤博
士は, 後年これからの人達の研究や情報交換の寄
り所として 「甲虫談話会」 を設立され, その後間
もなく 「甲虫ニュース」 を創刊された. 甲虫に関

◇「黒澤良彦博士追'l率号」 の原稿募集について◇
本誌次号において, 黒澤先生の追悼号を企画致し
ましたので, 先生とかかわりがお有りになった会員
の方々 から広く追悼文や追悼論文を募集致します.

(1)  追悼文 (黒澤先生の思い出など)
表題をつける. 分量は, 1,400字以内にとどめる.
原稿の 切りは5 月末日. 写真の添付を希望する.

(2)  追悼論文・ 報文
何らかの形で黒澤先生にかかわる内容を含むもの
とする. 原稿の分量は, 刷り上がり 4 べ一ジ以内と
する. 原稿の〆'切りは 5 月末日.

◇日本朝翅学会 (2001 年) ◇
<現状>

2000年 7 月 4 日現在の会員数:
名誉会員2 名, 賛助会員6 名, 一般会員 (国内)
592 名, 一般会員 (海外) l 5 名, 計 615 名.
ｫ事務局・ 入会問合せ先・ 住所変更連絡先・ 退会届
先・ Elytra投稿先・ 例会問合せ先ｻ 〒l69-0073
東京都新宿区百人町3-23- l, 国立科学博物館分
館動物研究部 昆虫第二研究室気付, 目本鞘翅学

No. l33 (Mar 2001 )

する啓家的解説と共に分布や生態に関する記事が
掲載された本誌は, 甲虫屋仲間にとって重要な情
報誌として, 今日133 号を数えるまでに発展し
た.  この甲虫談話会の特徴は, 黒澤博士のご意志
に従って, 会長は勿論, 委員や幹事といった役職
はなく, その代りとして 「世話人」 と呼ばれる人
達によって会の運営がなされてきた.  このこと
は, 博士の精神的純粋性を物語っている. 博士は
大の権力嫌いで, 権力を笠に着たり, 階級的な人
の差別に強い嫌悪を示された. 甲虫談話会が報l翅
目学会と発展的に合体した際, 会の組織に種々の
役職が設けられたことに不本意な感想を述べられ
たのも博士のこの信念が反映されている.  この様
な純粋性の発露として, 時には舌鋒鋭い発言や,
単刀直入の論調で他の人に対応することがあった
と伝えられるが,  このことも博士の人間性の一端
を示すものと理解することができる.  しかしなが
ら. この様に常に後進のために意をそそがれ,  ご
指導ご鞭撻を頂いた博士が他界されたことは何と
も悲しいことで, 胸のつぶれる思いである. 幽明
境を異にした今, 博士は極楽浄土で親交を重ねた
先人の虫屋仲間と楽しく虫談に花を咲かせている
ことと思います. 今後は天界から後進の虫屋達の
研究の一層の発展をお導き下さいます様祈念し,
心からのご冥福を祈り上げます.

渡辺泰明

会宛 (tel. 03-3364-2311 / fax. 03-3364-7104 /
e-mai l nomura@kahaku.go.jp)
ｫ甲虫ニュース投稿先ｻ 〒196-0012 東京都昭島市
つつじが丘 2-6-22-806, 妹尾俊男宛 (te l.042-
541-6640/e-mail. senoh@ra2.so-net.ne.jp)
ｫ入会方法ｻ 上記連絡先まで連絡 (追って入会申込書
等を送付). 大会( l l 月 ) の受付での入会も可能.
ｫ会費ｻ 新入会費￥1,000; 一般会員年会費￥6,000;
国外会員年会費￥8,000;  賛助会員年会費
￥10,000; 以上, 前納制. 会計年度は1 月 l 日~
l2 月 31 日.

ｫ今年度大会問合せ先ｻ 〒110-8676 東京都台東区
下谷3-10-10, (財) 自然環境研究センター,  斉藤
秀 生 宛 (tel. 03-5824-0972 / fax. 03-5824-
0973/e-mail. ssaito@jwrc.or.jp)
ｫ木曜談話会ｻ 〒110-0015 東京都台東区東上野4-

26-8, 福田ビル6F (tet e3-3841-4878) (毎週木
曜日, 20 :00~ )
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0対馬下 郡におけるッシマヒサゴコメツキの記録
ツシマ ヒサゴコ メ ッキ Homotechnes ;noda l

(0HIRA, l996) は, 長崎県上県郡峰町で採集された
6 6早♀の個体に基づいて, 大平仁夫博士により命
名記載された種であるが, その後の記録はないよう
である. 筆者は,  これまで記録のなかった下県郡
(南側の島) で採集された個体を検する機会を得た
ので,  ここに記録しておきたい.

1 ex., 長崎県下県郡内山, 9. V. 1993, 佐藤陽路樹
採集.
このコメッキムシは, 後翅が縮小しているため,
北側の島の上県郡と南側の島の下県郡との間の移動
が制限されると思われるが, 色彩が全体により明る
いことや, 前胸の幅がやや狭く, 両側が強く孤状と
ならないなどの形質以外には, 両島間の違いは認め
られなかった.
本種の所属については, 記載時にはHypolithus
属に置かれたが, KIsHIl ( l999) は中国およびインド
に分布域をもつHomotechnes属に所属するものと
して処理した. 筆者は, 本属の模式種である中国産
のHomotechnes corymbitoides CANDtzE, l882 の標
本を入手して比較をしたところ, 触角, 前胸背板,
附節および雄交尾器などの特徴は互いによく似てお
り,  キベリマルコメ ッキ pohth gs  httorahs  Esc
HscHoLTz, 1829 を模式種とするHypotithus属のも
のに比べ近緑な関係にあることを確認した. ただ,
後翅がよく発達したH,o. corymbitoides とは, 色彩
や体形, そして脚の長さなどに違いが認められた.
これらの違いがどのような意味をもつものなのかわ
からないが, 今後, 幼虫や雌生殖器の形質も含め比
較調査した上で, 再検討したい.  ここでは, K lsHll
( l999) の処理に従った.
短報を書くに当たり, 興味ある標本をご提供下
さった, 群馬県確氷郡の佐藤陽路樹氏に厚くお礼申
し上げる.
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from Japan (Coleoptera). Bu11 Hetan High School.
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(東京都世田谷区,  鈴木 亙)

0鹿児島 大隅半島におけるコオビハナノ ミの記録
コ オ ビ ハ ナ ノ ミ Ghpa (Macroghpa) fasciata

KONoは, 日本においては本州西部, 四国, 九州, 下
観島, 屋久島, 奄美大島, 沖縄島から記録されてい
るが, 九州においては採集例がきわめて少なく , 宮
崎県の l 例しか知られていない (高桑, 2000, 甲虫
ニ ュ ース, (130): 1-4). 筆者らの l 人, 林は鹿児島
県大隅半島肝属山地からクスノキ科ホソバタプの立
ち結れ木 (直径約15 cm) を自宅に持ち帰ったとこ
ろ, 次のように本種2 個体が脱出したので新産地と
して報告する.

第133 号 (2001 年3 月)

鹿児島県高山町甫与志岳 (材採取: l .1. l999), 林
採集: I o'', 28. V. 1999 脱出; 1 早, 5. VI. l999 (標
本はいずれも高桑保管) .
下觀島や屋久島, 奄美大島, 沖縄島のものと比較
すると, 尾節板は雄雌ともより太く, 端半で端に向
けて急に細まるという特徴をもつほか, 雄の第8 腹
板は両角がより丸まり, 交尾器右側葉片の付属枝は
先端の形をいくらか違えるなどの差が認められる.

(神奈川県立生命の星・ 地球博物館, 高桑正敏)
(徳島県徳島市, 林 i次)

◇役 の改選◇
昨年度の日本鞘翅学会第 l3 回大会で開催された
総会 (7月22 日, 北海道大学) において, 2001~
2002 年度の新役員 (第7 期) が選出されました (和
文編集委員については l32 号で既報) .
<会長> 大林延夫
<副会長> 高桑正敏
<常任幹事> 渡辺泰明( 総務・庶務 ); 野村周平 (同) ;
岩田隆太郎 (同) ; 斉藤明子 (会計) ; 新里達也 (編
集); 上野俊一 (英文編集長); 妹尾俊男 (和文編
集長) ; 佐藤正孝 (渉外) ; 大木裕 (企画) ; 斉藤秀
生 (同)

<幹事> 安藤清志; 荒谷邦雄; 藤田 宏; 今坂正一;
川下貴; 酒井雅博; 初宿成彦; 高橋和弘; 露木繁
雄

<会計監査> 林 增彦; 平野幸彦
<英文編集委員> 上野俊一 (編集長); 荒谷邦雄; 近
雅博; 森本 桂; 新里達也; 野村周平; 大原昌宏;
佐々 治寛之 ; 高桑正敏

<和文編集委員> 妹尾俊男 (編集長) ; 長谷川道明;
川島逸郎; 奥島雄一; 鈴木 亙 (編集長代行) ; 吉
富博之
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昆虫学研究器具は「志資星虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫
針00, 0,1,2, 3,4, 5, 6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。その他, 採集, 製作器具一切豊富に取
り揃えております。
〒 l50-0002 東京都渋谷区渋谷 l 丁目7-6
振 替 00130-4-21129
電 話 (03) 3409-6401 (ムシは一番)
F A X (03) 3409-6160

(カタログ暗呈)   (株)志賀昆虫普及社
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